
大
洲
市
消
防
団
こ
こ
に
あ
り

　
～
平
成
24
年
大
洲
市
消
防
出
初
式
～

　

大
洲
市
消
防
団
の
出
初
式
が
３
月
４

日（
日
）、
大
洲
市
若
宮
・
五
郎
大
橋
上

流
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
市
内
の
各
地
域
か
ら
約

１
３
０
０
人
の
精
鋭
た
ち
が
集
い
、
一

糸
乱
れ
ぬ
統
制
力
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

式
に
先
立
ち
、
表
彰
さ
れ
た
み
な
さ

ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
一
部
省
略
）

消
防
庁
長
官
表
彰

　

永
年
勤
続
功
労
章
（
３
人
）

上
須
戒
分
団
長�

小
西　

龍
次

岩
谷
分
団
長�

寺
尾　

秋
広

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合

消
防
司
令
長�

當
川　

幅
光

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　

功
績
章
（
１
人
）

長
浜
方
面
隊
副
隊
長�

福
本　

定
葊

　

精
績
章
（
４
人
）

肱
南
分
団
長�
山
岡
喜
一
郎

肱
北
分
団
長�
藤
田　

秀
美

大
川
分
団
長�
白
尾　

茂
樹

粟
津
分
団
長�

津
田　

豊
一

　

勤
続
章
（
15
人
）

大
洲
方
面
隊
副
隊
長�

久
保　

博
德

肱
南
分
団
長�

山
岡
喜
一
郎

平
野
分
団
部
長�

松
本　

喜
吉

平
野
分
団
団
員�

田
中　

廣
美

南
久
米
分
団
長�

岩
田　

清
一

大
川
分
団
長�

白
尾　

茂
樹

大
川
分
団
団
員�

野
中　

弘
幸

柳
沢
分
団
副
分
団
長�

増
岡　
　

学

新
谷
分
団
部
長�

笹
田　

真
二

長
浜
分
団
部
長�

山
田　

耕
作

白
滝
分
団
班
長�

後
藤　

隆
悟

岩
谷
分
団
団
員�

竹
森　

高
幸

岩
谷
分
団
団
員�

城
戸　

由
幸

岩
谷
分
団
団
員　
　
　
　

冨
永　

好
勝

大
伍
分
団
団
員　
　
　
　

高
橋　

時
雄

愛
媛
県
知
事
表
彰

　

功
労
章
（
10
人
）

予
子
林
分
団
長�

井
脇　

忠
志

肱
南
分
団
副
分
団
長�

清
水　

英
樹

喜
多
灘
分
団
長�

中
野　

邦
彦

出
海
分
団
副
分
団
長�

鈴
木　

与
造

白
滝
分
団
副
分
団
長�

上
満　

啓
司

正
山
分
団
副
分
団
長�

万
願
寺
直
記

坂
本
分
団
副
分
団
長�

五
頭　

祥
介

北
平
分
団
副
分
団
長�

山
田　

俊
一

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合

消
防
司
令�

久
保　

広
文

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合

消
防
司
令�

山
田　

虎
幸

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

功
績
章
（
６
人
）

肱
南
分
団
長�

山
岡
喜
一
郎

南
久
米
分
団
長�

岩
田　

清
一

新
谷
分
団
長�

山
岡　
　

裕

上
須
戒
分
団
長�

小
西　

龍
次

櫛
生
分
団
長　

�

濱
田　

勝
德

正
山
分
団
長�

村
上　

正
春

　

勤
続
章
（
20
年
以
上　

２
人
）

大
川
分
団
団
員�
永
岡　

孝
二

三
善
分
団
団
員�
飯
野　

公
佳

　

勤
続
章
（
15
年
以
上　

22
人
）

肱
南
分
団
班
長�

松
岡　
　

衛

肱
北
分
団
班
長�

山
下　

酵
一

平
野
分
団
団
員�

上
田　

浩
三

南
久
米
分
団
部
長�

大
谷　

和
寿

南
久
米
分
団
団
員�

二
宮　

龍
男

菅
田
分
団
班
長�

手
島　

早
人

大
川
分
団
部
長�

山
首　

憲
市

柳
沢
分
団
班
長�

穂
積　

浩
二

柳
沢
分
団
団
員�

松
本　

一
繁

新
谷
分
団
班
長�

篠
原　

公
三

三
善
分
団
班
長�

矢
野　

宏
二

粟
津
分
団
団
員�

星
加　

隆
三

須
戒
分
団
団
員�

岩
本　

和
伸

長
浜
分
団
班
長�

東　
　

光
明

長
浜
分
団
団
員�

久
保
比
呂
志

櫛
生
分
団
団
員�

田
中　

紀
一

出
海
分
団
団
員�

坂
本　

直
哉

大
和
分
団
団
員�

藤
岡　

章
男

大
和
分
団
団
員�

菊
地　
　

孝

中
央
分
団
団
員�

堀　
　

浩
明

大
谷
分
団
団
員�

兵
頭　
　

実

大
伍
分
団
団
員�

片
岡　
　

富

　

勤
続
章
（
10
年
以
上　

30
人
）

坂
本
分
団
部
長�

奥
平　

秀
樹

肱
南
分
団
団
員�

上
田　
　

輝

肱
南
分
団
班
長�

丸
川　

秀
二

肱
北
分
団
班
長�

川
道　
　

栄

肱
北
分
団
団
員　
　
　
　

宮
田　

恭
輔

平
野
分
団
班
長　
　
　
　

山
本　

椒
紀

平
野
分
団
班
長　
　
　
　

水
野　
　

靖

南
久
米
分
団
員　
　
　
　

川
口　

裕
二

使命感を胸に

緊張感ある訓練風景
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消
防
団
は
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
し
て

出
動
し
、
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。
普
段
、

団
員
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
仕
事
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
災

害
対
応
を
優
先
し
、
地
域
の
た
め
に
出

動
し
ま
す
。

　

出
初
式
は
、
消
防
団
に
と
っ
て
最
大

の
式
典
で
あ
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

自
分
の
姿
・
成
果
を
披
露
す
る
厳
粛
た

る
も
の
で
す
。
出
初
式
を
通
じ
て
、
市

民
の
み
な
さ
ん
と
緊
張
感
あ
る
時
間
を

共
有
で
き
る
こ
と
が
、
最
も
重
要
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。「
大
洲
市
消
防
団

こ
こ
に
あ
り
」
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る

ほ
ど
、
団
員
は
日
頃
か
ら
厳
し
い
訓
練

に
励
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
年

も
多
く
の
団
員
が
表
彰
さ
れ
た
こ
と
は

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
人
材
が
、
こ
れ
か
ら
も
次
々
と
出
て

く
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
は
、「
災
害

は
必
ず
起
き
る
も
の
」
と
い
う
意
識
を

植
え
付
け
、
地
域
の
た
め
に
何
が
で
き

る
の
か
を
考
え
直
す
大
き
な
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
他
市
町
と

助
け
合
う
環
境
づ
く
り
が
大
切
に
な
り

ま
す
。
大
洲
市
で
は
内
子
町
や
西
予
市

と
の
交
流
を
続
け
て
い
て
、
今
後
ま
す

ま
す
深
め
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

南
久
米
分
団
員　
　
　
　

井
上　
　

実

大
川
分
団
班
長　
　
　
　

沖
元　

正
志

大
川
分
団
班
長�

山
口
富
治
雄

柳
沢
分
団
団
員�

伊
賀　

友
博

新
谷
分
団
団
員�

古
川　
　

透

新
谷
分
団
団
員�

池
田　
　

進

三
善
分
団
団
員�

矢
野　
　

勝

粟
津
分
団
団
員　
　
　
　

東　
　

法
生

粟
津
分
団
団
員　
　
　
　

中
家　

正
和

上
須
戒
分
団
団
員�

廣
見　

真
也

長
浜
分
団
団
員�

德
田
喜
美
也

櫛
生
分
団
団
員�

田
中　

秀
明

櫛
生
分
団
団
員�

田
中　
　

誠

白
滝
分
団
班
長�

井
上　

哲
也

白
滝
分
団
団
員　
　
　
　

大
野　

英
一

白
滝
分
団
団
員　
　
　
　

上
田　

健
一

白
滝
分
団
団
員　
　
　
　

德
山　

雄
一

中
央
分
団
団
員　
　
　
　

和
氣　
　

順

正
山
分
団
班
長　
　
　
　

上
甲　

秀
樹

大
谷
分
団
団
員　
　
　
　

岩
岡　

広
志

予
子
林
分
団
班
長�

浅
野　

誠
司

植
松
分
団
団
員�

杉
内　

金
茂

　

家
族
内
助
の
功
労
章
（
１
人
）

本
部
副
団
長

白
岩　

千
明
夫
人�

白
岩　

明
江

　

優
良
団
体
表
彰
（
１
団
体
）

愛
媛
帝
京
幼
稚
園

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
園
長�

冲
永　

二
郎

大
洲
市
長
表
彰
（
64
人
）

大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

勤
続
賞
（
57
人
）、
規
律
賞
（
15
人
）

大
洲
市
消
防
団
長
表
彰
（
48
人
）

見据える先

　

今
、
大
洲
市
で
取
り
組
む
べ
き
課
題

は
、
消
防
団
員
の
確
保
や
幼
い
頃
か
ら

防
災
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
学
校
で
行
わ

れ
る
避
難
訓
練
な
ど
に
消
防
団
員
が
参

加
す
る
な
ど
、
地
域
と
連
携
し
た
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

『
団
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

　

消
防
団
員
に
は
出
動
時
だ
け
で
な

く
、
私
生
活
で
も
消
防
人
と
し
て
の
自

覚
や
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
ま
た
、
現
場
で
は
、
周
囲
の
状
況

を
冷
静
に
判
断
で
き
る
力
を
養
い
、
自

分
の
命
を
守
り
な
が
ら
も
、
で
き
る
限

り
市
民
の
み
な
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　昨年の東日本大震災の発生で、危機管理
意識がますます高まっている中、大洲市で
も消防団という地域にとって不可欠な存在
を、今一度見直す時が来ているのかもしれ
ません。
　今回は、前大洲市消防団団長の山本忠

ただし

さ
んに、出初式の意義や消防団に今後期待す
ることを伺いました。

     前大洲市消防団　団長
山本　　忠

ただし

　さん（３月31日付、退団）

『
災
害
は
必
ず
起
き
る
も
の
』

気迫が伝わる放水訓練
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おおずニュース
　

大
洲
市
で
は
、
大
洲
固
有
の
歴
史
的

建
造
物
や
伝
統
的
な
人
々
の
活
動
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

平
成
21
年
度
か
ら
﹁
地
域
に
お
け
る
歴

史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る

法
律
︵
通
称
・
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
︶﹂

に
基
づ
き
、
大
洲
市
歴
史
的
風
致
維
持

向
上
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
た
び
、
約
３
年
間
に
わ
た
る
策
定

業
務
を
終
え
、
去
る
３
月
５
日
㈪
に
、
こ

の
計
画
が
主
務
大
臣
︵
文
部
科
学
大
臣
・

農
林
水
産
大
臣
・
国
土
交
通
大
臣
︶
か

ら
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
全
国

で
27
市
町
の
計
画
が
認
定
さ
れ
て
い
て
、

愛
媛
県
内
で
は
初
の
認
定
に
な
り
ま
す
。

大
洲
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

■
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
と
は

　

歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
は
、
地
域
固
有

の
歴
史
や
伝
統
を
反
映
し
た
人
々
の
活
動

と
、
そ
の
活
動
が
行
わ
れ
る
歴
史
上
価

値
の
高
い
建
造
物
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
市

街
地
と
が
一
体
と
な
っ
て
形
成
し
て
き
た
、

良
好
な
市
街
地
の
環
境
を
﹁
歴
史
的
風

致
﹂
と
定
義
し
、
こ
の
維
持
・
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
市
町
村

が
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
を
作
成

し
、
国
か
ら
認
定
を
受
け
る
と
、
各
種

補
助
制
度
に
よ
り
、
国
か
ら
積
極
的
な

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
本
市
に
お
け
る
歴
史
的
風
致

　

大
洲
市
に
は
、
母
な
る
川
﹁
肱
川
﹂
が

市
域
の
中
心
を
流
れ
て
い
て
、
そ
の
中
流

域
に
位
置
す
る
肱
南
地
区
に
、
大
洲
城

が
整
備
さ
れ
、
城
下
町
が
形
成
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
地
区
は
、
当
時
の
町
割
り
を
そ

の
ま
ま
受
け
継
ぎ
、
明
治
か
ら
大
正
期

に
木
蝋
・
製
糸
業
で
繁
栄
し
た
面
影
を

残
す
建
造
物
が
集
中
し
て
現
存
し
て
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
市
街
地
を
舞
台
と
し
て
、

八
幡
神
社
の
御ご

神し
ん

幸こ
う

行
列
を
は
じ
め
と

す
る
大
洲
の
歴
史
や
伝
統
を
反
映
し
た
、

多
種
多
様
な
人
々
の
活
動
が
展
開
さ
れ
、

歴
史
的
建
造
物
と
一
体
と
な
っ
て
、
良
好

な
市
街
地
の
環
境
が
形
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

■
本
計
画
に
基
づ
く
主
な
事
業

　

本
市
に
形
成
さ
れ
た
歴
史
的
風
致
の

維
持
・
向
上
を
目
指
し
、
平
成
24
年
度

か
ら
33
年
度
ま
で
の
10
か
年
で
、
次
の
事

業
の
実
施
を
目
指
し
ま
す
。

○
城
山
公
園
の
整
備

　

城
山
公
園
内
の
石
垣
改
修
、
植

栽
整
備
、大
洲
城
下
台
所
の
修
理
、

大
洲
城
に
関
連
す
る
説
明
・
案
内

看
板
の
改
修
・
新
設
を
行
い
、
歴

史
的
な
環
境
を
有
す
る
公
園
と
し

て
適
切
な
整
備
を
図
り
ま
す
。

○
歴
史
資
料
館
の
整
備

　

肱
南
地
区
に
、
市
の
歴
史
や
文

化
財
を
紹
介
す
る
た
め
の
歴
史
資

料
館
を
整
備
し
ま
す
。

○
町
並
み
保
全
に
関
す
る
事
業

　

肱
南
地
区
を
中
心
と
し
た
地
域

に
お
い
て
、
歴
史
的
な
町
並
み
を

構
成
す
る
建
造
物
を
調
査
す
る
ほ

か
、
民
間
が
実
施
す
る
そ
の
地
域

の
古
民
家
を
活
用
し
た
モ
デ
ル
住

宅
・
店
舗
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
そ
の
他
の
事
業

　

大
洲
城
を
中
心
と
し
た
民
間
の
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
対
し
、
備
品
購
入
な
ど
に

か
か
る
費
用
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

都
市
整
備
課

☎
㉔
１
７
１
９
︵
直
通
︶

国土交通省で行われた認定式の様子

肱川の「ナゲ」と大洲神伝流泳法 旧城下町を歩く御神幸行列
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国
土
交
通
省
と
愛
媛
県
で
は
、
小
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん
に
土
砂
災
害
お
よ
び
そ
の
防
止
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
﹁
土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
﹂
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
大
洲
市
か
ら
は
次
の
み
な
さ
ん
が
入
賞
し
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

※
学
年
は
、
作
品
作
成
時
の
も
の
で
す
。

　

大
洲
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
昭
和

41
年
の
設
立
以
来
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
青
少
年
健
全
育
成
に
取
り
組
み
、
ま

た
、
所
属
す
る
各
団
の
地
域
行
事
へ
の

参
加
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
去
る
２
月
９
日

︵
木
︶、
日
本
体
育
協
会
日
本
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
よ
り
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

平
成
23
年
度
優
秀
市
区
町
村

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
し
て
表
彰

平
成
23
年
度

土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

おおずニュース

【
小
学
生
・
絵
画
部
門
】

国
土
交
通
大
臣
賞

　

松
本　

香か

鈴り
ん

さ
ん
（
平
小
学
校
１
年
）

（
松
本
さ
ん
の
作
品
）

愛
媛
県
砂
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
会
長
賞

　

田
渕　

七な
な

海み

さ
ん
（
平
小
学
校
１
年
）

愛
媛
県
砂
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
会
長
賞

　

向
井　

陽ひ
な

葉は

さ
ん
（
平
小
学
校
１
年
）

【
中
学
生
・
絵
画
部
門
】

愛
媛
県
砂
防
協
会
会
長
賞

井
上　

侑ゆ

香か

さ
ん（
大
洲
北
中
学
校
３
年
）

愛
媛
県
知
事
賞

　

久く

米め

山や
ま

案あ

朱か

音ね

さ
ん
（
久
米
小
学
校
６
年
）

広報大洲 ５月号11




